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骨 造 と 変革 の 新しい 歴史 を 開く 


朝 鮭 の 2010 年 代 は 、 社 会 主義 経済 建設 に 新た な 

創造 と 建設 、 変 革 が も た ら さ れ た 年 代 で あっ た 。 
英 対 勢力 の 長期 的 な 封鎖 と 反共 和 国 孤立 ・ 圧 殺 
策動 に よっ て 、 朝 鮮 は この 10 年 間 、 恒 常 的 な 緊張 
状態 の 中 で あら ゆる 試練 と 難関 を 乗り 越え な けれ 
ば な ら な か っ た が 、 社 会 主義 経済 建設 で 安定 し た 
質 的 な 飛躍 を 遂げ て きた 。 

これ は 新 世 紀 の 要 求 に 肥 し て 国 の 経済 発展 と 人 民 
の 生活 向上 を 目指 す 綱 領 的 指針 を 示し 、 祖 国 の 津 
々 浦 々 に 為 民 献身 の 足跡 を し る し て きた 敬愛 する 
金正 軸 総 書記 の 賢明 な 指導 と 不眠 不 休 の 労苦 が 
も た らし た 輝かしい た ま も の で ある 。 
金正 皿 総 書記 は 常 大 会 を は じ め と する 党 と 
国家 の 重要 会 議 で 、 目 力 和 目 強 の 精神 と 科学 技術 
を 生命 線 と し て 捉え て 人 民 経 済 の 主体 化 、 現 代 
化 、 情 報 化 、 科 学 化 を 高い 水準 で 実現 し 、 人 民 
に 裕福 で 文化 的 な 生活 条件 を も た ら す た め の 経 
済 建設 の 戦略 的 路線 を 打ち 出し 、 そ の 実行 方 向 
と 方 途 を 明示 し た 。 

総 書 記 は 、 科 学 技術 の 発展 に 特別 な 意義 を 付与 
し て 科学 研究 開発 体系 の 改善 、 先 端 産業 の 創設 、 
科学 技術 普及 の 拡大 、 科 学者 へ の 優遇 、 全 人 民 
科学 技術 人 材 化 の 推進 な ど 革 新 的 な 政策 を 次 々 と 
示し 、 そ の 実現 の た め に 国家 科学 院 、 科 学 技術 殿 
堂 、 金 東工 業 総合 大 学 、 平 壌 野菜 科学 研究 所 を は 
じ め と する 科学 技術 単位 に 対す る 現地 指導 を 続け 
SS 

党 と 政府 の 関心 の 下 に 近代 的 な 科学 研究 拠点 が 
新設 され 、 科 学研 究 と 生産 が 密着 され 、 人 材 の 重 
視 や 科学 技術 人 材 育 成 の た め の 教育 の 実用 化 、 総 
合 化 、 近 代 化 が 積極 的 に 推進 され た 。 

総 書 記 の 発起 と 精力 的 な 指導 に より 、 和 首都 平壌 
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の 風光 明 婚 な 大 同 江 上 の スク 島 に は 全 民 学習 の 大 
殿堂 で ある 科学 技術 殿堂 が 立派 に 建て られ た 。 
多 機能 化 さ れ た 現代 科学 技術 普及 拠点 で ある 科 
学 技術 殿堂 に は 、 朝 鮮 の 最新 科学 技術 成果 や 各国 
の 先進 科学 技術 資料 が 全面 的 ・ 体 系 的 に 電子 書籍 
化 さ れ て お り 、 数 多く の 電子 閲覧 室 や 膨大 な デー 
クベ ペー バズ 2 全 人 8 き 0 で いる 

この 科学 技術 殿堂 を 中 心 と し て 全国 的 な 科学 技 
術 普 及 ネ ットワーク が 形成 され 、 地 域 別 、 部 門 
別 、 単 位 別 の 科学 技術 普及 拠点 の 運営 が 質 的 に 改 
され て 、 全 人 民 科 学 技術 人 材 化 が 高い 水 汰 で 推 











また 、 毎 年 銀河 科学 者 通り 、 衛 星 科学 者 住宅 地 
区 、 未 来 科学 者 通り 、 栖 明 通 りな ど が 建設 され て 
科学 者 、 教 育 者 に 高級 住宅 が 無料 で 提供 され 、 延 
豊科 学者 休養 所 、 未 来 商店 を は じ め と する サー ビ 
ス 拠点 が 設け られ て 科学 者 の 生活 環境 や 休養 条件 
が 改善 され た 。 

科学 技術 の 発展 を 重視 し 、 全 国 に 科学 技術 熱風 
を 巻き 起こ し た 金正 恩 総 書記 の 賢明 な 指導 に よ 
っ て 、 朝 鮮 の 科学 技術 は 急 テ ン ポ で 発展 する こと 
NG に Se 

総 書 記 は 目 ら の 力 と 技術 に よる 目力 更生 、 和 目力 
目 強 の 旗印 を 高く 掲げ 、 人 民 経 済 各 部 門 に 対す る 
現地 指導 を 絶え 間 な く 行 っ て 社会 主義 経済 建設 の 
活路 を 切り 開い た 。 

人 民 経 済 の 目 立 性 と 主体 性 を 全面 的 に 強化 す 
る こと に 優先 的 な 意義 を 付与 し た 総 書記 は 、 南 
興 青 年 化学 連合 企業 所 、 金 鐘 奈 電気 機関 車 連合 
企業 所 、 金 星 ト ラク ター 工場 、 勝 利 目 動車 総合 
企業 所 を は じ め と する 全国 の 工場 、 企 業 を 現地 
で 指導 し て 、 国 内 の 原料 と 燃料 に よる 生産 技術 





工程 を 確立 し 、 先 端 設備 を は じ め 重 要 な 技術 手 
段 を 実情 に 即 し て 自力 で 生産 ・ 供 給 し 、 近 代 的 
技術 に よる 基礎 工業 部 門 の 主体 化 水準 を 高め る 
よう 賢明 に 導い た 。 

総 書 記 の 現地 指導 に よっ て 主体 化 、 現 代 化 の モ 
デル 単位 が 生ま れ 、 そ れ に 見 習っ て 人 民 経 済 の 各 
部 門 で は 現代 科学 技術 を 積極 的 に 取り 入れ 、 科 
学 、 技 術 、 知 識 が 生産 を 主導 する 経営 管理 シス テ 
ム が 確立 し 、 工 場 、 企 業 の 生産 及び 技術 管理 工程 
が 開発 ・ 創 造型 に 転 変 し て いる 。 

数 多く の 工場 、 企 業 の 情報 化 、 近 代 化 が 積極 
的 に 推進 され 、 至 る 所 に 知識 経済 時 代 の モデ ル 
工場 が 新しく 設け られ て 、 社 会 主義 経済 全般 の 
物質 的 ・ 技 術 的 土 如 と 生産 潜在 力 が 一 層 強 化 さ 
KIM の 5 

済 全般 に お いて CNC 技 術 が 取り 入れ られ 、 自 
ら の 力 と 技術 で 新型 の トラ クタ ー や 自動 車 、 地 
下 鉄 電 車 、 ト ロリ ー バ ス 、 旅 客 バ ス が 生産 され 
GU 

総 書記 は 、 人 民生 活 を 向上 させ る 上 で 重要 な 役 
割 を 果たす 農業 、 水 産業 の 発展 の た め に 全国 各地 
の 関連 単位 を 訪れ て 、 先 進 農 法 を 取り 入れ て 錠 
物 収 獲 高 を 増やし 、 果 樹 栽 培 や 野菜 栽培 を 発展 さ 
せ 、 畜 産物 生産 や 養魚 ・ 養 殖 を 大 々 的 に 拡大 し て 
食 の 間 題 を 解決 する 上 で 新た な 前 進 の 突破 口 を 開 
IRM ie 

大 規模 の 洗 浦 畜 産 拠点 と 仲 坪野 菜 温 室 農 場 を は 
じ め 至 る 所 に 野菜 温室 や キノ コ 工 場 が 設け られ 、 
全国 の 果樹 園 に 果物 が た わ わ に 実り 、 黄 金 の 海 に 
異彩 魚 景 が 繰り 広げ られ て 、 人 民生 活 を 向上 させ 
る 上 で 大 き な 変 化 が も た ら さ れ た 。 

総 書 記 は 、 人 民 の 生活 向上 の た め に 多く の 軽 工 
業 拠点 を 新た に 築く よう に する 一 方 、 既 存 の 軽 工 
業 工場 を 近代 的 に 改築 し て 一 般 消 費 財 の 品目 を 増 
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や し 、 品 質 を 高め る よう に する た め に 数 多く の 工 
場 、 企 業 を 現地 で 指導 し た 。 

書記 は 平壌 靴 下 工場 、 柳 原 製靴 工場 、 新 義 州 
化粧 品 工場 、 元 山 製靴 工場 、 平 壌 幼児 食品 工場 、 
三 朱 ナマ ズ 工 場 、 金 山浦 塩 壮 加 工 工場 な ど 全 国 の 
数 多く の 工場 、 企 業 を 訪れ た 。 

の RE ド 條 の 0 mee Me / の 0 
年 間 、 自 強力 に 基づい た 知識 経済 の 土 吾 が 一 つ 一 
つ 構 築 さ れ た 。 

金正 恩 総 書記 は 、 朝 鮮 の 2010 年 代 を 建設 の 大 繁 
栄 期 、 偉 大 な 創造 と 変革 の 一 大 全盛 期 に 輝 か せ て 
現代 朝鮮 の 面 貌 を 一 新 さ せ 、 全 般 的 経済 力 を より 
高い 水準 に 引き 上 げた 。 

総 書 記 の 構想 と 指導 の 下 に 紋 遊 泳 場 、 美 林 乗 
馬 ク ラブ 、 馬 上 息 領 スキ ー 場 、 平 壌 育児 院 と 愛育 
院 、 玉 流 児童 病院 、 陽 徳 温泉 文化 休養 地 な どの 和 建 
築 物 が 立派 に 建設 され た 。 

設計 や 施工 か ら 形 式 と 内 容 に 至る まで すべ て の 
面 で 完璧 、 か つ 独 特 な 形 鮮 式 近 代 建築 の 成功 作 、 
傑作 品 に は 、 総 書記 の 理想 と 抱負 、 該 博 な 識見 と 
高い 要求 の 度合 い が 集 大 成 さ れ て いる 。 

総 書記 は 、 紋 和 遊 泳 場 の 建設 形成 案 を 無 慮 113 
回 愉 わ た っ て 指導 し た 。 

2010 年 代 に 朝鮮 に は 、 金 日 成 総合 大 学 教育 者 住 
宅 や 金 生 工業 総合 大 学 教育 者 住宅 、 倉 田 通 り 、 銀 
河 科 学者 通り 、 未 来 科 学者 通り 、 森 明 通 り 、 山 間 
文化 都市 三池 淵 市 を は じ め 奇 跡 的 な 創造 物 が 建設 
され る な ど 、 国 の 全 地 域 で 目覚 し い 発展 と 一 大 変 
貌 が 有 遂げ られ た 。 

今日 朝鮮 は 、 こ の 10 年 間 の 成果 を 強固 に し な が 
ら 社会 主義 建設 の 新た な 勝利 を 目指 し て 力強く 前 
i 胃 し で いる 。 

自力 更生 を 繁栄 の 霊 剣 と し て と ら え た 朝鮮 の 社 
会 主義 経済 建設 の 展望 は 明る い 。 
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目 立 的 な 発展 を 促し て きた 朝鮮 の 重工 業 


晶 稀 (に こ お ける 経済 建設 
度量 な る 茸 関 や 耕 績 を 地 
し 、 自 ら の 力 と 技術 、 資 源 に 
基づい て 自立 的 か つ 全 面 的 な 
発展 の 道 を 歩ん で きた 。 

共和 国政 府 は 、 国 家 経 済 発 
展 5 カ 年 計画 を 将来 を 見 通し 
wi そく BU し で 四 攻 人 
理 体系 と 機構 体系 を 改善 ・ 整 
備 し 、 経 済 全 般 に 対す る 統一 
的 な 指導 と 管理 を 計画 的 に 
科学 的 に 行い 、 重 要 部 門 に 主 
体 的 な 生産 工程 を 備え 、 工 業 

の 部 門別 構造 を さら に 改善 す 





朝 解 民主 主義 人 民 共 国 対外 質 頁 多 


に 力 ぉ 授 資 を 集中 し て 
Me 
共和 国政 府 の 積極 的 な 努力 
上 っ 0 この 210 同人 ん 旧 
済 の 主要 工業 部 門 で は 多く の 
成果 が 収め られ た 。 
金属 工業 部 門 で は 、 和 自ら の 
技術 、 原 料 、 燃 料 に 基づく 主 
体 的 な 製鉄 ・ 製 鋼 技 術 を さら 
先 選 生計 月) で 0 95 
する た め の 工 程 近 代 化 を 積極 
的 に 推し 進め て 、 金 策 製 鉄 連 
合 企業 所 、 黄 海 製鉄 連合 企業 
所 、 チ ョ ン リ マ 製 鋼 連 合 企業 





所 を は じ め と する 重要 製鉄 ・ 





県 1 鋼 音 
JC 上 伺 に SL だ 。 





2・8 ビ ナ ロ ン 連合 企業 所 、 
南 興 青年 化学 連合 企業 所 を 
まじ し めど と の る 代 宣 工業 部 関 で 
も 、 技 術 改造 を 推進 し 生産 能 
2 が 語 有 ECO (ジン BS SE 
向上 に 資す る ビ ナ ロ ン や 昔 性 
ショ ンク 4 ニョ ノレ (0 し 
め と する 各種 化学 製品 の 生産 
SU 7 01 し ラミ ニク 
ラウ バー 石工 業 の 創設 を 本 格 
的 に 推し 進め 、 人 人 造 繊維 工業 
を さら に 発展 させ る た め の 科 
学 技術 研究 と 改造 ・ 近 代 化 工 
事 、 新 し い 生産 工程 の 確立 な 
の ど ( に も 2 全 を 上 寺 中 U た 。 こん 
と と も に 、 国 内 の 原料 に 基 づ 
いて アデ アク リル 系 塗料 を 生産 す 
る 仙 境 浴 料 工場 な どの 疲 工 に 
(人 2 ミ (の | 目 Yel 邊 上 
台 を 一 層 強 化し うる 展望 が 開 
が か 4 し た 。 











機械 工業 部 門 の 大 安 重 機 連 
合 企業 所 、 龍 城 機械 連合 企業 
所 、 楽 元 機械 総合 企業 所 な ど 
主要 企業 で 新た な 鋳物 生産 工 
程 の 確立 と 運輸 機材 、 発 電設 
備 、 建設 用 機械 設備 と 設備 間 
m 品 の 国産 化 を 実現 する 上 で 提 
起 さ れる 科学 技術 上 の 間 題 を 
AS 2 0 と (に ドー シー お 
注 設備 生産 で 大 き な 成 果 が 収 
め ら れ た 。 勝利 目 動車 総合 企 
業 所 な ど 運 輸 機材 生産 企業 で 
も 新型 の 運輸 機材 を 開発 ・ 
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革 を ーー ーー ーー 還 
=ーーーー mm - 


HH 語 和 ) 人 二 
上 


大 2 ②⑳ 02 人 の で 、 中 面 時 
車 、 トロリー バス 、 地 下 鉄 電 
2 22 シン ンコ ン 
シッ ク 3 と 信 ロ ウッ ト 全 上 炭 う る 
AR の 

検 徳 鉱 業 連合 企業 所 、 茂山 
山 連合 企業 所 、 股 栗 鉱 山 を 
An 2 と うる の MP 玩 肖 人 上 人 @ 
も 増大 する 鉱物 徐 要 を 円 滑 に 
の MSIS320l sk の 


ーー 


地下 資源 探査 の 情報 化 を 実現 
し 、 鈴 石 の 埋蔵 量 と 品位 分 
析 、 探 査 設計 と 採鉱 を より 科 
学 的 に 行っ て 鉱物 生産 を 最大 
限 に 増やし た 。 

建材 工業 部 門 で は 物質 的 ・ 
技術 的 土 人 を 強め 、 生 産能 
を 一 層 高 め る た め の 活 動 を 
積極 的 に 推し 進め る こと に 
つく 8B 選 スン | 本 合 介 

















きま 及 肝 2 シン ーー パニク リル 
工場 、 チ ョ ン リ マ 建 材 総合 工 
場 、 平 壌 金属 建材 工場 な ど 国 
の 随所 に 設け られ た 建材 生産 
拠点 の 生産 を 正常 化し 、 国 の 
経済 発展 に 大 い に 寄 与 し た 。 
今日 、 共 和 国 政府 の 積極 的 
な 措置 と 努力 に よっ て 、 経 済 
の 目 立 的 土台 を 一 層 固 め 、 世 
2 の の SU | で 3 に 
め の 活動 で は 根本 的 な 転換 が 
起き て いる 。 
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朝鮮 で 建設 の 大 繁栄 期 が 開か れ 、 
驚 尋 的 な 成果 が 収め られ て いる 。 
この 10 年 間 、 国 の 随所 に 数 多く の 
住宅 と 通り 、 公 共 建 築 、 産 業 施 設 、 
農業 施設 が 建設 され て 、 人 民 の 生活 
向上 と 経済 建設 に 大 きく 寄与 し た 。 
平凡 な 勤労 者 向け の 住宅 建設 で 6 
建築 の 造形 化 、 芸 術 化 、 多 様 化 、 グ AI Pc Pe と こっ 
リー ン 化 が 高 水準 で 実現 し 、 ゼ ロ 炭 の 
素 建築 技術 、 知 能 建築 技術 、 グ リー 寺 貫 細 0 < こ “ 
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られ た 通り も 、 高 層 ・ 超 高層 住宅 や 
術 、 屋 根 お よび 面 緑化 技術 を 適用 


小 ち ん まり と し た 低層 住宅 が 調和 し の 
し て 、 人 民 に より 文化 的 な 生活 条件 て 壮大 か つ 華 豚 で あり 、 朝 鮮 の 急速 設 、 産 業 施設 が 調和 を な し て 建築 物 
を 提供 し た 。 な 建築 発展 な ぶり を 乃 い 知る こと が で の 実用 性 、 多 様 性 、 人 造形 芸術 化 が 立 

未来 科学 者 通り 、 各 明 通 り 、 銀 河 きる 。 派 に 実現 し た 三池 注 市 は 、 朝 鮮 式 社 
科学 者 通り な ど 毎 年 新しく 立ち 上 げ 会 主義 の 文明 が 疑 引 さ れ た 山間 地帯 


ら も 民族 性 と 現代 美 が 立派 に 結合 さ 
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活 の た め の 平 壌 市 5 万 世帯 住宅 建設 




















一. 本. mm nr 0 NAT 

ri 上 IE 昌 間 間 mHiREsi 上 | Lokilllー を は じ め 複 数 の 対象 建設 が 力強く 
8 IPIHHTT 進め られ て いる 。 

1 WT 才 朝鮮 労働 党 の 賢明 な 指導 と 共和 






国政 府 の 積極 的 な 努力 に よっ て 、 
建設 の 新た な 繁栄 期 が 開か れ て い 
UNI 旧 (の 0 の PA 
を より 高い 境地 に 引き 上 げ る た め 
の 活動 は 絶え 間 な く 続 けら れる で 
2 る フ ョ 


都市 形成 の モデ ル に な っ て いる 。 
平壌 教員 大 学 と 各 道 に 愛育 院 、 育 
人 還 の 7 6 
近代 的 な 教育 施設 が 建て られ 、 三 池 
淵 市 人 民 病 院 、 玉 流 児童 病院 、 柳 京 


近代 的 な 公共 施設 が 数 多く 建て られ 
て 、 首 都 の 姿 、 国 の 面 貌 を 大 い に 一 
新 さ せ た 。 

産業 施設 、 農 業 施設 の 建設 に お 


され た 炒 香 山 医療 機 問 工場 、 保 健 酸 
素 工 場 、 仲 坪野 菜 温室 農場 な ども 建 
0 5 

各地 方 の 市 ・ 郡 ・ 里 の 建設 に も 大 
き な 力 を 入れ 、 農 村 文 化 住宅 の 建設 





破壊 され た 時 、 朝 鮮 労働 党 と 共和 
国政 府 の 積極 的 な 措置 に より 、 厳 
し い 経 済 的 困難 に あっ て も 住宅 や 
託児 所 、 幼 稚 園 、 学 校 な ど 公共 施 
設 を わずか 数 カ月 の 間 に 建 設 し 、 
被災 地 人 民 に 従来 より 立派 な 生活 
条件 を 提供 し た 。 

me ュー 建設 で 起き て いる この よう な が 変 
吾 較 3: gemt faeti-T Es Eowc = 化 に は 、 人 民 の 物質 ・ 文 化 生 活 を 
計 PT 絶え ず 向上 させ て 、 彼 ら に より 立 
派 な 生活 条件 を 提供 し よう と する 
朝鮮 労働 党 の 一 貫 し た 人 民 重 視 政 


策 が 反映 され て いる 。 
今日 、 朝 鮮 で は 人 民 の 幸せ な 生 





























NNN や 
歯科 病院 、 柳 上 京 眼 科 総 合 病 院 な ど 最 
新 医療 設備 を 完備 し た 保健 医療 施設 
が 建て られ て 人 民 の 健康 増進 に うー で ニニ 
し て いる 。 SW ee 

この ほか に も 、 陽 徳 温 泉 文化 休 状 議 w ON ー = 
地 、 延 豊科 学者 休養 所 、 紋 縛 遊 泳 場 
05 クラ シク Us クウ ク 
を は じ め と する 遊園 地 や リゾ ー ト 、 
原子 模型 を 模 っ た 独特 な 形式 の 科学 
技術 殿堂 、 民 族 的 色彩 が 濃く 設計 





され た 平壌 養老 院 、 金 正 激 平 壌 紡織 
工場 や 金正 激 平 壌 製 工 場 、 新 義 州 
紡織 工場 の 労働 者 寮 を は じ め と する 
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基本 と する 建物 形態 か ら グ リー ン 環 
境 、 省 エネ 、 敷 地 節 約 な ど 時 代 の 超 
勢 に 即 し て 合理 的 な 建物 形態 に 設 











に テー ーー 


で 特に 大 き な 変 化 が 生じ た 。 

特に 朝鮮 労働 党 と 共和 国政 府 の 積 
極 的 な 措置 に よっ て 上 茂 し い 経 済 的 難 
関 の 下 で も 天災 を こう むっ た 人 氏 の 
た め の 住 宅 と 託児 所 、 幼 稚 園 、 学 校 
な どの 公共 施設 が 数 ヶ月 の 短期 間 に 
建て られ 、 被 災 地 の 人 民 に 従前 より 
いっ そう 文化 的 な 生活 条件 が も た ら 
SM 

当該 地域 の 特色 を 生か し 、 人 民 の 
便宜 を 最大 限 図る 原則 に 基づい て 建 
設 を 進め た 結果 、 こ の 数 年 間 、 相 次 
ぐ 大 水 と 胡 雨 の 被害 で 各地 方 の 複数 
の 郡 、 里 の 多く の 住宅 や 公共 施設 が 








| 計測 間 を 二 且 と 司 り 
KC で 入 展 (に 」 り 当 め で 
化 的 な 生活 を 如 受 させ る の 
は 、 和 博 鮮 労働 常 と 共和 国政 
過 が 、 の 10 年 間 ( ぐ で 貞 で 
堅持 し て きた 政策 で ある 。 

党 と 政府 は 、 紡 織 工業 、 製 
間 【 虐 業 、 食 品 加工 工業 、 日 
用 品 工業 を は じ め と する 昔 
工業 部 門 の 総合 的 な 土台 に 
基づい て 、 新 世紀 の 要求 に 
合う 軽工業 工場 を 新た に 建設 する と と も に 、 
既存 の 主要 工場 、 企 業 を 近代 化す る よう 深い 
関心 を 払っ た 。 

こう し て 軽工業 部 門 に 知識 経済 時 代 の モデ 


ル 工 場 が 多く 建て られ 、 科 学 技術 と 生産 が 一 
体 化 し た 経営 管理 シス テム を 確立 し 、 生 産 と 
技術 管理 工程 を 開発 ・ 創 造型 に 替え て 多種 多 
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様 な 良質 の 一 般 消費 財 を 大 量 生産 で きる よう 
00 の 

竜 哲 山 石鹸 工場 、 柳 上 京 衛生 用 品 工 場 、 柳 京 キ 
ムチ デル 明 。、 1 の ん 上 学 、 ミ ノン ドッ レッ し / 
ー ト 工場 、 平 壌 運動 器具 工場 、 平 壌 トウ モロ 
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コシ 加工 工場 、 葛 麻 食 品 工場 、 金 山浦 塩 葵 加 
工 工場 、 南 城 キ ノコ 工場 、 竜 岳山 ミネ ラル ツウ 
ォ ー タ ー 工 場 、 三 池 淵 イモ 粉 生産 工場 な ど 随 
所 に 新築 され た 軽工業 部 門 の 工場 で 世界 的 な 
競争 力 を 持つ 軽工業 製品 が 開発 ・ 生 産 さ れ 、 


ーー 

















人 民 の 物質 ・ 文 化 生活 に 積極 的 に 寄与 する こ 
で さこ 

これ と と も に 、 財 存 の 軽工業 工場 の 改造 ・ 近 
代 化 を 積極 的 に 推し 進め て 、 生 産 設備 と 工程 
の 近代 化 、 経 営 活動 の 科学 化 を 実現 し 、 そ の 
面 貌 を 一 新 し た 。 

平壌 毅 物 加工 工場 、 ク ムコ プ ・ ス ポー ツマ ン 
総合 食品 工場 、 平 圭 ス ッ ボ ポン 工場 、 金 正 小平 
再 紡 織 工 場 、 柳 源 製靴 工場 、 元 山 製 靴 工場 、 


円 上 キー 
ーー ーー am 1 ーー 、 
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時 ョ 
| 隊 | コー Mr 
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主導 人 民国 対外 邊 


平 壌 化粧 品 工 場 、 平 城 合 成 放 単 工場 、 清 津 か 
ば ん 工場 を は じ め と する 全国 の 数 多く の 軽 工 
業 工場 を 新 世紀 の 要求 に 肥 し て 改造 ・ 近 代 化 
する こと に よっ て 、 国 の 軽工業 発展 の た め の 
物質 的 ・ 技 術 的 土 を さら に 強固 に し 、 生 産 
を 活性 化し て 人 民 の 需要 を 満 す よう に し た 。 

また 、 軽 工業 の 発展 水 汰 と 消費 品 に 対す る 順 
要 を 科学 的 に 見 積もり 、 そ れ に 基づい て 基礎 
食品 や 一 次 消費 財 の 生産 を 増やし 、 新 し い 製 


rl 
軸 2 - や 3 





m 品 の 開発 と 品質 向上 に 力 を 入れ て 、 
般 消 費 財 の 多種 化 、 多 様 化 と 品質 向上 
お いて 転換 を も た ら す よう に し た 。 
中 央 と 地方 で 健康 食品 、 靴 、 一 般 消 
費 財 の 展示 会 を 広く 催し 、 そ れ を 通じ 
て 軽工業 製品 の 質 を 高め る た め の 人 研究 
を 深め 、 需 要 を 把握 し 、 企 業 間 の 競争 
力 を 高め 、 先 進 技術 を 交流 し て 、 人 民 
に 好ま れる 世界 的 水 汰 の 製品 を 生産 す 

2 5 の (0 

共和 国政 府 は 、 大 規模 の 中 央 工業 と 
中 小 規 模 の 地方 工業 を 並行 し て 軽工業 
を 発 選 さ 蘭 る こと に よっ て 、 短い 期間 
に 随所 に 目 立 的 で 近代 的 な 軽工業 拠点 を 構築 
陽二 

各 道 ・ 市 ・ 郡 に 基礎 食品 工場 、 キ ノコ 工場 、 
製靴 工場 、 紡 織 工 場 、 か ば ん 工場 を は じ め 自 
ら の 原料 源 に 基づい た 軽工業 工場 を 新設 し 
既存 の 地方 産業 工場 も 近代 化し て 消費 財 の 品 
目 を 増やし 、 生 産 を 正常 化し て いる 。 

また 、 各 地方 で 野生 果実 、 山 菜 を は じ め と す 
る 艶 か な 天然 原料 と 再生 可能 な 原料 源 を 総 動 
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員 し て 効果 的 に 利用 する こと に よっ て 一 般 消 
費 財 の 生産 を 増やす よう に し た 。 

最近 、 党 と 政府 は 人 民 に 裕福 で 文化 的 な 生活 
を 提供 する うえ で 決定 的 な 役割 を 果たす 軽 工 
業 の 発展 方 向 を 示 し 、 そ れ を 実現 する た め の 
国際 

これ に 浴 っ て 軽工業 部 門 で は 、 原 材料 の 国産 
化 、 再 次 WM 
を 促し 、 弱 い 部 分 と 工程 は 補充 し 、 欠 け て い 
る 部 分 と 工程 は 補強 し 、 生 産 潜 在 力 を 一 層 固 
め る と と も に 、 先 質 後 量 の 原則 で 製品 の 質 を 
高め 、 新 し い 製 品 の 開発 に 力 を 注い で いる 。 
軽工業 部 門 に 原料 、 資 材 を 供給 する すべ て の 
部 門 が 生産 を 正常 化 で きる よう に 、 国 家 的 な 
経済 技術 的 対策 が 講じ られ 、 一 般 消費 財 の 生 
産 が 増え て いる 。 

朝鮮 の 軽工業 は 今後 、 4 RE 
HOGE 、 時 代 の 要求 
に 応じ た 強固 な 物質 的 ・ NR 
構築 ・ 発 展 さ せ て 、 人 民 の 生活 向上 に 大 きく 
寄与 する で あろ 5。 


対外 哲 易 の 発展 の た め に 


今日 、 朝 鮮 の 対外 哲 易 は 新た な 環境 と 条件 に 
し て 次 易 活 動 の 多角 化 、 多 様 化 を 積極 化 し 、 
社会 主義 経済 建設 と 人 民 の 生活 向上 に 寄与 し て 
2 

国 の 目 立 的 継 済 土 台 の 強化 に 重点 を 置い て 対 
外 貿 易 を 行う よう に し た 僅 大 な 指導 者 金正 日 
国防 委員 長 の 不眠 不 休 の 精力 的 な 指導 に よっ 
て 、 朝 鮮 の 対外 質 易 は 発展 の 道 を 歩ん で きた 。 

1980 年 代 に 入り 、 国 の 経済 規模 は か つて な く 
拡大 し 、 製 品 の 種類 も 多様 に な っ た 。 金属 工業 
と 機械 工業 、 軽 工業 、 化 学 工業 部 門 が 飛躍 的 に 
発展 し 、 化 学 肥料 、 塩 化 ド ビニ ー ル 、 ビ ナビ ロン な 
どの 化学 繊維 の 生産 拠点 と 近代 的 な 石油 精製 工 
業 が 新設 、 ま た は 能力 拡張 され た 。 

金正 日 国防 委員 長 は 、 経 済 規 模 の 拡大 に 即 し 
て 既存 の 生産 能力 を 最大 限 に 利用 し 、 輸 出 製品 
を 増やし て 、 人 民 経 済 を 急 テ ン ポ で 発展 させ 、 
人 民生 活 を さら に 向上 させ る よう に し 、 既 存 の 
自立 的 経済 土 人 が その 能力 を 十分 に 発揮 する よ 
2 

また 、 必 要 な 部 分 品 や 定量 の 物資 を 質 易 を 通 
じ て 輸 入 し て 、 既 存 の 自立 的 経済 土 人 が その 能 
2 クル EE ニー ルーラ レン 

金正 日 国防 委員 長 は 、 発 展 途 上 諸国 と の 対外 
鋼 易 を 発展 させ る と と も に 、 資 本 主義 諸国 と の 
買 易 関係 の 発展 に も 力 を 入れ る よう に し た 。 こ 
の た め に 、 わ が 国 と 外交 関係 の ある 西欧 資本 主 
義 諸国 と 各 分 野 に お ける 技術 交流 や 経済 合作 を 
広く 行い 、 国 交 は な く て も わが 国 に 友好 的 な 資 
本 主義 諸国 と の 対外 経済 関係 も 発展 させ る よ 2 
に し た 。 資本 主義 諸国 と の 経済 技術 交流 を 強め 
る た め に 、 往 来 と 接触 を 活発 に する 一 方 、 相 互 
利益 の 原則 に 基づい て 技術 交流 や 経済 合作 を 行 
っ て 、 資 本 主義 諸国 と の 質 易 関係 の 発展 その も 
の も わが 国 の 経済 建設 に 寄与 する よう に し た 。 

また 、 地 域 偏重 を 減ら し 、 主 動 的 に 新しい 市 
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易 、 技 術 貿 易 、 サ ービス 質 易 な ど 質 易 活動 を 多 
角 化 ・ 多 様 化す る よう に し た 。 

加工 貿易 拠点 を 立派 に 構築 する 一 方 、 加 工 質 
易 を 指導 する 整然 た る 指揮 体系 を 立て る よう に 
し た 。 ま た 、 加 工業 を 発展 させ て 輸出 に お いて 
完成 品 の 比重 を 一 段 と 高め 、 そ れ に 原料 の 輸出 
を 合理 的 に 組み 合わ せる 原則 で 輸出 構造 を 改善 
する よう に し た 。 こ の た め 原 料 の 輸出 を 半 製 品 
較 出 に 、 半 製品 輸出 を 完成 品 輸出 に か え 、 輸 出 
に お いて 良質 の 加工 製品 の 比重 を 絶え ず 高 め る 
ON 

そう し て 各 非 鉄 金 属 加工 拠点 、 マ グ ネ シア ・ 
クリ ンカ ー 加 工 ・ 生 産 拠点 な ど 能 力 の 大 きい 多 
く の 加 工 拠 点 が 築 か れ 、 輸 出 構造 改善 が 進め ら 
れ て 、 加 工 劉 易 に お いて 完成 品 輸 出 は も ちろ 
ん 、 技 術 質 易 、 サ ービス 人 質 易 な ども 著しく 増え 
0 の 0 二 の NS e 

金正 日 国防 委員 長 は 新しい 世紀 に 入っ て 、 国 
際 的 環境 の 変化 に 即 し て 対外 貿易 を 改善 する よ 
2 賢明 に 指導 し た 。 

社会 主義 市 場 が 消 減 し 、 資 本 主義 市 場 を 通じ 
て 貸 易 を 行う 状況 下 で 、 国 の 具体 的 な 現実 と 経 
済 状 況 、 世 界 の 経済 動向 、 国 際 市 場 で の 最 気 変 
動 な ど を 全般 的 に 把握 し た 上 で 加工 質 易 取引 を 
積極 化す る よう に し 、 仲 介 質 易 、 辺 境 錦 易 、 バ 
0 上 邊 20000000 NIS NN レク シン 
取引 の よう な 技術 質 易 、 観 光 サ ービス や 情報 サ 
WO ee | Mel 
の サー ビス 人 質 易 を 多様 に 行っ て 、 輸 出 構造 と 食 
の YASjIITG OS) 主 う 2 本 
も に 、 国 の 経済 強国 建設 を 推進 し 、 経 済 の 自立 
的 土台 を 一 層 強 固 に で きる よう 、 対 外 哲 易 を 実 
質 的 に 発展 させ る よう に し た 。 

金正 日 国防 委員 長 の 賢明 な 指導 に よっ て 国 の 
対外 経済 関係 で は 根本 的 な 変化 が 生じ 、 自 立 的 
経済 土 台 を 強固 に し 、 そ の 威力 を 強く 発揮 させ 
の ONE PNSN 








知識 経済 玩 展 の た め の 再 鮮 の 技術 貿易 


対外 哲 易 で 技術 質 易 の 比重 を 高め 
る 方 向 で 国 の 余 易 構 造 を 改善 する 
の は 、 共 和 国 政府 の 重要 な 食 易 政 
策 で ある 。 

ここ 数 十 年 間 、 共 和 国 政府 は 経済 
建設 や 人 民生 活 に お ける 物質 的 需 
要 の 大 部 分 を 国内 生産 に よっ て 滴 
た すこ と の で きる 多面 的 で 総合 的 
な 経済 構造 を 整え た 自立 的 民族 経 
済 を 成功 昌 に 建設 し 、 そ れ に 基 づ 
いて 外国 と の 人 質 易 を 絶え ず 拡 大 ・ 
発展 きせ て きた 。 

共和 国政 府 は 、 自 立 的 民族 経済 の 
持続 的 か つ 、 高 い 成 長 率 を 踏ま えて 
科学 技術 を 急速 に 発展 させ 、 技 術 劉 
易 の 比重 を 絶え ず 高 め て いる 。 

IT 技術 、 ナ ノ 技術 、 生 物 工 学 を は 
じ め と する 核心 基礎 技術 と 新 材料 
技術 、 新 エネ ルギー 技術 、 宇 宙 技 
術 、 核 技術 の よう な 中 核 的 で 、 率 
引力 の 束 い 科学 技術 分 野 、 そ し て 
すでに 一 定 の 土台 が 築 か れ 、 将 来 
性 の ある 研究 対象 に 力 を 注い で 高 
い 科 学 技術 的 成果 を 収め て いる 。 
人 民 経 済 の 各部 門 で 主体 的 な 生産 
工程 を 確立 し 、 親 しい 先端 技術 産 
業 を 成功 裏 に 創設 し て いる 。 
生産 単位 と 科学 研究 機関 の 間 の 協 
力 を 強め 、 各 企業 が 自ら の 技術 開 
発 陣 を 強固 に 築き 、 そ の 成果 を 踏 
まえ て 技術 貿易 を 拡大 ・ 発 展 さ せ 
Ne 

また 、 近 代 的 な 科学 研究 拠点 を 新 
設 し 、 科 学研 究 と 生産 を 密着 させ 
て 短期 間 に 研 究 成 果 を 現実 に 導入 
させ る こと で 、 科 学 技術 が 経済 発 
展 に お いて 主導 的 な 役割 を 果たす 
出 り GL CU の 。 

共和 国政 府 は 科学 教育 に 投資 を 集 
中 し 、 教 育 環境 を さら に 改善 し 、 
科学 技術 人 材 育成 の た め の 教 育 の 
実用 化 ・ 総 合 化 ・ 現 代 化 を 積極 的 
に 推 し 進め て 、 高 い 科 学 技術 知識 
を 身 に つけ た 技術 者 、 専 門 家 を 育 











て 上げ て いる 。 

共和 国政 府 は 、 強 固 な 科学 技術 土 
台 に 基づい て 社会 主義 強国 建設 と 人 
民生 活 向上 に 奇 与 する 科学 技術 上 の 
問題 を 目力 で 解決 する と と も に 、 各 
国 と の 科学 技術 交流 を 拡大 ・ 発 展 さ 
せる こと を 奨励 し て いる 。 

共和 国政 府 は 世界 各国 と の 科学 
技術 協力 と 技術 易 を いっ そう 拡 
大 ・ 発 展 さ せる た め の 庄 措置 を 講 
陸 で MNO 。 

外国 と の 技術 錦 易 を 活発 に 繰り 広 
げ る た め の 知 的 所 有 権 制度 を いっ 
そう 強化 し 、 こ の 分 野 に お いて 国 
際 的 連携 と 協力 を 深め る こと に よ 
っ て 、 商 標 権 ・ 著 作 権 を 扱う 許可 
買 易 、 ノ ウ ハ ツ 許可 哲 易 を 活発 化 
で きる 有利 な 環境 と 人 条件 を 整え て 
いる 。 

国際 機構 や 各国 と の 緊 紗 な 科学 
技術 的 連携 の た め に 、 共 和 国 政府 
は 知 的 所 有 権 保護 及び 技術 交流 
協定 を 締結 し 、 そ れ に 基づい て 技 
術 貿 易 を 円 滑 に 行う こと が で きる 
よう に 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 質 
易 法 、 技 術 輸出 入 法 、 合 弁 ・ 合 作 
法 、 外 国 投資 最新 技術 導入 規定 、 
海外 技術 協力 規定 な ど 多 く の 法 律 
や 規定 を 制定 ・ 施 行 し て いる 。 
多く の 科学 技術 分 野 で 収め られ た 
先進 科学 技術 成果 を 特許 技術 また 
は ノウ ハウ と し て 登録 し 、 そ の 取 
引 の 幅 と 基 を さら に 増大 させ て お 
り 、 商 標 権 、 著 作 権 や その 隣接 権 
を 扱う 許可 質 易 取引 も 多様 に 行っ 
て いる 。 

共和 国政 府 は 、 す べべ て の 科学 技 
術 研 究 機関 が 国際 市 場 の 庄 要 に 即 
し て 新しい 科学 技術 を 積極 的 に 
研究 ・ 開 発する よう に さま ざま な 
振 励 措置 を 積極 的 に 講じ て お り 、 
外国 と 技術 展覧 会 、 科 学 技術 展示 
会 、 科 学 技術 相談 会 、 科 学 技術 広 
告 、 新 技術 開発 の た め の 共 同 研究 


























も 活発 に 繰り 広げ て いる 。 

また 、 世 界 的 な 競争 力 を 持つ 先端 
科学 技術 を 積極 的 に 開発 し 、 そ れ 
に 基づい て 技術 錦 易 の 比重 を 絶え 
ず 高 め て 伯 易 全般 を より 高い 水準 
で 拡大 ・ 発 展 さ せ て お り 、 国 の 質 
易 構 造 と 質 易 収 支 を いっ そう 改善 
Il て ゆる の 。 

国内 の 多く の 企業 や 研究 機関 が 先 
端 技術 製品 の 開発 に 投資 を 優先 さ 
せ て お り 、 競 争 力 を 持つ 技術 製品 
を 国際 市 場 に 進出 させ て いる 。 

多く の 会 社 の 輸出 指標 で 技術 製品 
が 大 き な 比 重 を 占め て お り 、 実 用 
性 と 信用 が 保証 され て いる の で 、 
見 通 し が 明る い 。 

現在 、 共 和 国 政府 は 各地 方 に 経 
済 開発 区 を 設置 し 、 工 業 区 、 農 業 
区 、 観 光 区 な ど に 先端 科学 技術 
を 誘致 する た め の 特 上 恵 制度 を 実施 
し 、 有 利 な 開発 環境 を 整え る た め 
に ね ば り 強 く 努 め て いる 。 

経済 開発 区 に 先進 科学 技術 や 近代 
的 な 生産 設備 を 搬入 する 外国 投資 
企業 を 優遇 し 、 有 利 な 税金 制度 、 
土地 利用 権 、 人 員 や 物資 の 搬出 ・ 
搬入 条件 を 提供 する な ど 、 特 上 恵 の 
法律 や 規定 が 制定 され 、 必 要 な 制 
度 や や 機構 も つく られ て いる 。 

これ は 、 共 和 国 の 自主 権 を 尊重 す 
る 諸国 と 完全 な 平等 と 互恵 の 原則 
に 基づい て 、 現 代 科 学 技術 の 発展 
超 替 に 即 し て 、 多 様 な 技術 久 易 を 
いっ そう 活発 化し よう と する 政府 
の 確固 た る 意志 の 表れ で ある 。 
共和 国政 府 は 今後 も 、 世 界 各国 と 
の 科学 技術 協力 と 技術 質 易 を 積極 
的 に 繰り 広げ る こと に よっ て 、 人 
類 の 文明 と 科学 技術 発展 を 促し 、 
国 の 経済 全般 を 科学 技術 と 生産 が 
一 体 化 され 、 先 端 技術 産業 が 経済 
成長 に お いて 主導 的 役割 を 果たす 
知識 経済 に 転換 する うえ で より 大 
き な 成 果 を 収め る で あろ 2。 
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慈 江 道 満 浦 市 に 位置 し て いる 満 浦 製 錬 所 は 、 朝 
鮭 の 非鉄 金属 生産 で 重要 な 役割 を 果たす 能 才 の 大 
きい 企業 で ある 。 

製 錬 所 で は 発展 する 現実 の 要請 に 即 し て 物質 
的 ・ 技 術 的 土 記 を 固め 、 実 務 能 力 の 高い 経営 陣 と 
技術 陣 に 依拠 し て 企業 管理 を 改善 し て いる 。 

製 錬 所 で は 先進 技術 を 積極 的 に 取り 入れ て 、 投 
資 を 減ら し な が ら も 鋼 の 生産 を 増やし て いる 

電気 炉 を 補強 し て 粗 銅 、 電気 鋼 の 生産 を 増やす 
一 放 、 生 産 工程 に 液体 酸素 技術 を 導入 し て 製 錬 実 
収 率 を 不断 に 高め て いる 。 

数 百 余 トン 能力 の 硫酸 工程 を 設け 、 硫 酸 銅 、 研 
酸 鉄 を 計 産 し て お り 、 廃 棄 物 処理 工程 も 設け て 、 
環境 汚 偶 論 防 ぎ な が ら も 多量 の 非鉄 金属 を 回 収 ・ 
処理 し し 
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比 三 上 


放 ョ サイ クル を キー ポイ ント と し て 、 電 和 気 
炉 の スラ グ を も っ て 防湿 ・ 保 温 効 果 の 大 きい 中 空 
ブロ ッ ク を 生産 し 廃棄 プラ スチ ッ ク を 再 資源 化 
し で て 良質 の ビニ トー アア ・ シ ー ト や ビニ ー ル 容器 を 生 
産 し て いる 。 

ョ m に の 銅製 遇 ほ A 民 経済 の 発展 に 大 きく 寄与 
し で お M り 議 国 際 記 場 で その 需要 が 日 ご と に 増え 
2 ひつ の 5 


朝 角 有 鉱 鋼 易 総会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 普通 江 区 域 
NB 呈 0 呈 690 2 ョ 19 1 536S1-85168 
E-mai1 : yugwang⑳star-co. net. kp 








T ji 
WW 目 
[』 「 


es 


デ 5 ここ = ゃ 

Se omー ニ ョ 
ーー p コ ca ョ 

ーー ーーーー ニ テニ ーーー = 一 ー- ー し = ph ・ 
ーー に ーーー ーー = 
ーー ニーーー ニ ー ー ーー Se jp = 1 
こ ー 5 - Na ここ 
= ー て =。 ニー ニー ーー ー 
ーー 


, 【 箇 / (4 (| 則 
j 


放 
/ 














| 

















』 
L し 日 当 当 目 昌 旧 由 」 4 
| 症 ANN 
の 


ー ーー 
デー- 
pm 


# 
な 








20%? 


江 道 虹 川 市 に 位 思 し て いる 昭 川 精密 機械 工場 は 60 余 年 の 歴史 を 持つ 運輸 
機械 部 品 生 産 拠点 で ある 。 

工場 は これ まで 、 ト ラッ ク 、 ト ラク ター、 掘削 機 を は じ め と する 運輸 機械 
の 部 品 生 産 工程 を 設け 、 技 術 的 特性 が 優れ た 製品 を 生産 ・ 供 給 し て きた 。 
先進 技術 の 導入 と 設備 の 近代 化 を 推し 進め て 、 高 い 精 度 の 部 品 を 生産 する 
過程 に 油圧 機器 生産 拠点 に 方 向 転換 し た 。 

特に 燃料 ポン プ 分 工場 を 近代 的 に 建設 し 、 す べべ で の 設備 を CNC 化 し て 性 人 能 の 
よい 超 精 密 高 圧 燃料 ポン プ と ノズル 、 プ ラン ジャ 、 ピ ビ ピス トン な ど 各 種 油圧 機 
を 生産 し て いる 。 

工場 製品 は アジ ア 、 ア フリ カ に 輸出 され て 好評 を 博 し て いる 。 

嘆 川 精密 機械 工場 は 、 既 存 の 経済 的 潜在 を 効果 的 に 利用 し て 運輸 機械 部 
品 の 質 を 高め 、 持 続 的 な 発展 の た め に 世界 各国 と の 技術 交流 と 協力 を 強め て 
回 守 で あめ ろう 。 
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1954 生 区 設 逆 され た 電 人 還 条 胃 / リ ン ル ー 
工業 総会 社 は 、 朝 鮮 に 無尽 蔵 な マグ ネ サ イト を 原料 
に し て 良質 の マグ ネジ アー クア あ カー で 軽 焼 マ グ ネ 
シア 、 数 十 種 の 耐火 レン ガ 製 品 を 輸出 する 有名 な 会 
祉 で ある 。 

総会 社 は 傘下 に 、 大 露天 掘り 鉱山 の 大 興 青年 英雄 
鉱山 と 高 品位 の 鉱石 が 豊か に 埋葬 され て いる 龍 陽 鉱 
山 を は じ め 届 指 の マグ ネ サ イト 鉱石 生産 拠点 、 近 代 
的 な 生産 設備 を 備え た 端 川 マ グ ネ シア 工場 と 城 津 耐 
火 物 工 場 、 そ し て 鉄道 専用 線 と 浴 を 擁し て いる 。 

狼 二 全 人 情 国際 標 汰 規格 に こ 準 じ て 輸 出品 の 品質 串本 上 語 さ せ て きた に 絵 会 社 
は 、 国 際 Me 。 人 折 売 競争 力 の 強い 企業 に 発展 し た 。 

効率 的 な 投資 集 申 、 高 品質 の 製品 生産 、 貨 物 処理 の 迅速 さ は 、 絵 会 社 の 
一 貫 し た 経営 原則 で ある 』 
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社長 キム ・ ソ ン サ ム 


世界 的 に e-Sports と 呼ば れる 電子 スポ ー ツ 数 十 の 各種 ソフ トウ ェ ア を 開発 ・ 販 売 し 、 国 
が 人 々 の 人 気 を 博 し て いる 。 内 ネッ トワ ー ク や モバ イル ネッ トワ ー ク を 通 

朝 鍵 五 価 質 易 総会 社 傘下 の 大 治 新 左 文 合作 じ た 多 様 な 国内 ・ 国 際 ス ポー ツ 競 技 の 動画 配 
会 社 は 、 国 内 唯一 の 電子 スポ ー ツ ゲー ム ア プ 信 シ ステ ム を 構築 し 、 人 々 の スポ ー ツ 熱 を 高 
リ の 開発 及び 電子 スポ ー ツ サー ビス を 基本 業 _ 揚 きせ て いる 。 

種 と し て 設立 され た 会 社 で 、 高 い レ ベル の ゲ 
二 み ヲ ロ グラ マー や イメ ー ジ プロ セン ジ 計 線 再 
門 家 を 挫 し て いる 。 

会 社 の 開発 チー ム は 、 | 国際 サッ カー リー 
グ 戦 」、「 大 獣 サッカー 強者 戦 」、 「 バ スケ 
時 交 N 二 22 伸 導 昌 語 時 還 旨い イ レベ ル の 電子 
2 幸い 用 及び コン 、 5 アー  ): 750 
ピュ ー タ 用 ゲー ム ア プ リ 、「 ス ポー ツ / 
選手 後進 育成 統合 管理 シス テム 」 な ど “ 有 mm 





会 社 開発 の グー ム ア プ リ は 、 了 臨場 感 記 填 み な が ら 
も 織 細 な 3D 映 像 と 迫力 ある 運動 感 に よっ て 、 人 々 か 
ら 魅 力 ある 製品 ど し て 好ま れ て いる 。 

大 潤 新 左 文 合作 会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 牡丹 峰 区 域 
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日 健 民 主 主義 人 民 共 和 国 商業 会 議 所 理事 会 
第 1 回 会 議 


朝 鮭 民 主 主義 人 民 共 和 国 商業 会 力 を 進め る 過程 に 収め た 成果 に つ 
議 所 理事 会 第 1 回 会 議 が 2022 年 1 月 いて 言及 し た 。 次 いで 安 内 沢 ・ 朝 
27 日 、 平 壌 で 開か れ た 。 鮮 民 主 主義 人 民 共 和 国 商業 会 議 所 

会 議 で は まず 、 リ ュ ・ ヒ ョ ンチ 書記 長 が 理事 会 を 組織 し た 目的 と 
ョ ノ ・ 朝 鮮 民 主 主義 人 民 共 和 国 商 運営 方 向 、 各 理事 の 紹介 と その 任 
期 に つい て 発言 し た 。 

会 議 で は 、 平 等 と 互恵 の 原則 に 























業 会 議 所 所 長 が 報告 を 行っ た 。 
報告 は 、 朝 鮮 民主 主義 人 民 共 和 





呈 性 因 ニー 


所 長 リュ ・ ヒ ョ ンチ ョ ル 


会 議 所 と の 皿 守 な 交流 と 協力 を 実 
現し 、 世 界 貨 易 の 発展 赴 勢 と 国際 
鋼 易 取引 の 規定 や 規範 、 商 業 慣例 
や 慣習 に 即 し て 、 朝 鮮 商 業 会 議 所 
の 質 易 投資 促進 を 活性 化し 国 の 対 
外 質 易 を 拡大 、 発 展 さ せる 問題 、 
会 員 会 社 の 羅 協 取引 及び 投資 誘 
致 、 技 術 協力 を は じ め 対 外 経 済 活 
動 過 程 に 持ち 上 が る 間 題 と それ に 
応じ る た め の 方 案 が 討論 され た 。 











基づい て 国際 商業 会 議 所 と その 笠 
下 の 部 門別 専門 委員 会 、 各 国 商業 


国 商業 会 議 所 が 国際 商業 会 議 所 や 
各国 の 民族 商業 会 議 所 と 交流 と 協 




















』 各種 キノ コ の 薬効 と 吸収 率 を : 
| 最大 化し た 「 ミ ヨン 」 茶 製品 。 
。 腸 内 微生物 相 を 正常 化し 、 栄 養 

進 に 資す る 理想 的 な 健康 食品 。 
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矯 葛 念 が 行わ れる 


2022 午 頼 平 固 除 間 


業 の 必要 な 商品 を 掲載 ・ 交 流す る 方 法 覧 会 終了 後 も 展示 資料 は 1 年 間 掲載 さ 


朝鮮 国際 展覧 社 と 中 国 国際 商会 、 











- 国 ・ 東 互 錠 暮 科学 技術 発展 有限 公司 
・ の 共催 で 、「2022 年 朝 中 国際 商品 展 賢 
・ 会 」 が 2022 年 4 月 28 是 か ら 6 月 28 目 まで 
近 較 io 

6 朝鮮 で の 展覧 会 は 、 質 易 情 報 サ イト 
1 「 セ ッ ピ ョ ル (明星 ) 」 と 通販 サイ ト 
:  「 万 物 相 」 に 開設 し た 展覧 会 ホー ムペ 
ー ジ に 、 国 内 の 工場 、 企 業 で 生産 され 
る 製品 と 各 貿 易 会 社 の 輸出 品 、 中 国 企 
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IIK ら AU 

中 国 で の 展覧 会 は 、 中 国 国際 展 覧 
会 サイ ト と 互 貨 功 サ イト に 、 朝 鮮 の 
工場 、 企 業 で 生産 され る 製品 や 各 祝 
多 会 社 の 輸出 品 を 掲載 する 方 法 で 行 
われ る 。 

展覧 会 は 、 朝 鮮 や 中 国 の 企業 が それ 
ぞ れ 文書 ・ 画 像 ・ 動 画 フ ァイル 型式 で 
目 分 の 製品 や 企業 を 紹介 ・ 宣 伝 し 、 展 


0 の 

展覧 会 を 通じ て 展示 品 に 対す る 委託 
輸出 入 注文 が 提起 され る 場合 、 チ ャ ッ 
ト で 技術 合意 、 価 格 討議 な ど 実 務 商 談 
を 行っ て 契約 書 な ど 必 要 な 文書 を 送受 
信 し 、 面 談 は イン ター ネッ ト 画 像 会 議 
eS 月 隔 2 

朝鮮 と 中 国 の 多く の 企業 が 展覧 会 参 
加 の た め の 準 備 に 取り 組ん で いる 。 
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実利 を 得 て い る 。 

会社 は 、 縫 製品 の 受注 生産 や 受 
託 加 工 と と も に 、 ソ フト ウェ ア 開 
発 に も 投資 を 集中 し て いる 。 

元 山 葛 麻 海 則 観 光 地 区 に 数 百 
人 能力 の 観光 ホテ ル を 建設 し て 
その 運営 の た め の 槍 備 を 進め る 


ーー 
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4 
託 加工 、 商 業 及 び タ クシ ー サ ービス 業 な ど 複 数 の 業種 を も っ て 質 易 を 行 
業 で ある 。 

会 社 傘下 の 各 鉱 山 、 工 場 で 生産 され る 金 、 銅 、 鉛 、 亜 鉛 な ど 非 鉄 金属 製品 
と 、 大 理 石 、 蛇 紋 石 、 花 岡 岩 、 セ メン ト な どの 建材 品 は 血 要 の 高い 製品 で あ 
5 

彼 服 工場 で は 受注 に よる 縫製 品 受託 加工 も 行っ て いる 。 

最近 、 観 光 サ ービス 業 に 資金 を 投じ て 、 某 色 が 美しく 歴史 遺跡 も 多い 正方 
山 の ふ も と に 収容 能力 の 大 きい ホテ ル を 建設 し 、 そ の 運営 準備 を 最終 段階 で 
進め て いる 。 

会 社 は 、 能 動 的 、 か つ 効 率 的 な 経営 管理 を 維持 する 一 方 、 信 用 第 一 主義 の 
原則 に 基づい て 外国 企業 と の 経済 交流 や 協力 に も 力 を 注い で いる 。 
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経済 開発 区 税金 規定 の 基本 内 容 


洋 済 開発 区 税金 規定 は 、 経 済 開発 区 は 企業 の 解散 が 終わ る 日 まで 保存 し な け の 企業 は 取引 税 を 納付 し 、 サ ービス 部 門 
で 税務 秩序 を 確立 し て 税金 を 公正 に 弁護 れ ば な ら な いと 示さ れ て いる 。 の 企業 は 営業 税 を 納付 し な けれ ば な ら な 
し 、 税 金 を 適時 に 正確 に 納付 させ る た め 規定 に は 、 経 済 開発 区 で 経営 活動 を いと 指摘 され て いる 。 

に 2021 年 7 月 21 日 、 内 閣 決定 第 72 与 と し 行っ て 得 た 利益 と その 他 の 所 得 に 対し て 道路 、 鉄 道 、 港 湾 、 空 港 、 下 水 及 び 


て 採択 され た 。 企業 所 得 税 を 納付 し 、 企 業 所 得 税 の 税 汚水 ・ 汚 物 処理 な どの イン フラ 部 門 に 投 
経済 開発 区 税金 規定 は 11 章 72 条 か ら 率 は 決算 利潤 の 149% に する と 示さ れ て い 資 し て 運営 する 企業 に 対し て は 営業 税 を 
つつ 0 2 2 免除 し た り 減 免 す る こと が で きる 。 
この 規定 は 、 経 済 開発 区 で 経済 取引 規定 は 、 企 業 所 得 税 の 減免 対象 と 期 先端 科学 技術 サー ビス 部 門 の 企業 に 
を し た り 利 益 を 得る 外国 人 投資 企業 や 外 _ 間 に つ いて も 詳細 に 示し た 。 対し て は 営業 税 を 50% 範 囲 で 減免 する 。 
国 投資 銀行 、 外 国 企業 の 支社 、 事 務 所 、 規定 に は 、 個 人 は 経済 開発 区 で の 所 規定 に は この 他 に も 、 輸 出 ま た は 販 
代理 店 、 そ し て 外国 人 や 海外 同胞 に 適用 得 に 対し て 、 個 人 所 得 税 を 納付 し な けれ 売 を 目的 に し て 資源 を 採取 する 場合 に は 
され る 。 ば な ら な いと 指摘 され て いる 。 資源 税 を 納付 する 間 題 、 都 市 経営 税 と 経 


規定 に は 、 経 済 開発 区 で の 税務 管理 個人 が 経済 開発 区 に 1 年 以上 滞在 し た 済 開発 区 で 自動 車 を 利用 する 企業 と 個人 
は 中 央 税務 指導 機関 の 指導 の も と に 経済 ~ り 居住 し た り し た 場合 に は 、 そ の 期間 に が 自動 車 利 用 税 を 納付 する 間 題 に つい て 
開発 区 税務 機関 が 行う と 指摘 され て い 得 た 経済 開発 区 外 で の 所 得 に つい て も 個 も 詳細 に 指摘 され て いる 。 
2 人 所 得 税 を 納付 し な けれ ば な ら な い 。 そし て 、 地 域 税務 機関 は 企業 や 個人 
また 、 企 業 は 企業 座 録 託 を 受け た 目 また 個人 は 、 経 済 開発 区 で 所 有 し て の 税金 納付 状況 を 定期 的 に 監督 ・ 統 制 
か ら 14 日 以内 に 地域 税務 機関 に 税務 飼 録 いる 建物 と 船舶 、 飛 行 機 に 対し て 財産 生 し 、 改 意 的 な 脱税 行為 が あっ た 場合 に は 
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し 、 年 間 会 計 決算 書 、 固 定 財産 計算 帳簿 規定 に は 次 に 、 生 産 部 門 と 建設 部 門 に 努め て いる 。 
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を し 、 経 済 開発 区 に 91 日 以上 滝 在 し な が を 納付 し な けれ ば な ら な い 。 定め られ た 手順 に 従っ て 当 訪 財産 を 没収 
、 ら 所 得 の ある 個人 は 、 滝 在 ま た は 居住 承 経済 開発 区 に ある 財産 を 相続 し た 個 する と 指摘 され て いる 。 

、 認 を 得 た 日 か ら 14 昌 以内 に 地域 税務 機関 人 は 相続 移 を 納付 し な けれ ば な ら な い 。 共和 国政 府 は 、 発 展 す る 現実 の 要請 
、 に 税 入 次 録 を し な けれ ば な ら な いと 指摘 経済 開発 区 に 居住 する 個人 が 、 経 済 に 即 し て 投資 関連 法 や 規定 を 新た に 制定 
| され て いる 。 開発 区 外 の 財産 を 相続 し た 場合 に も 相続 する 事業 を 引き 続き 推し 進め て 、 外 国 と 
、 そし て 、 企 業 は 税務 文書 を 5 年 間 保存 税 を 納付 し な けれ ば な ら な い 。 の 経済 協力 関係 を さら に 発展 させ る た め 
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- 組 性 : ア ロニ ア の 実 、 ア ルコ ー ル 、 砂 糖 
- 効 能 : ビ タ ミ ン 補充 、 心 臓 血 管 系 統 疾病 の 治療 に 
特 効 
- 用 法 : 1 日 3 回 、 1 回 25 て 30mn1l 、 ま た は 水 で 革 
め て 数 回 飲用 。 
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